①安全管理マニュアル（緊急事態編）
評価時、トレーニング時において参加者に緊急事態が発生した場合に備えて、以下のように体制を整えておく。事前に緊急時の医療機関を確保しておく。また、参加者の氏名、年齢、本人及び家族の連絡先などのファイルが速やかに確認できるよう用意しておく。当事者や周囲の者に悪影響のないよう、職員は慌てず冷静に行動する。

事故発生

↓

程度確認

↓

安全な場所に移動

↓

意識・脈・呼吸あり⇒身体状況（痛みなど）、事故原因を聴取してメモを取る
意識・脈・呼吸なし⇒人工呼吸・心臓マッサージ・ＡＥＤ処置
↓

119番通報

場所「救急車お願いします」

　　「　　　　　　　　　　　番地の　　　　　です」※電話の前に貼っておく
症状「　　　が原因で　　　　の状態です」

· 軽症の場合はタクシーを利用する

↓

外に迎えに行く

救急隊員に詳細を報告する

（同乗しない場合は医療機関名を確認）

看護師等医療関係者がいる場合は同乗する

↓

家族へ連絡

「場所　　　　　　で、　　　　さんが　　　　　（怪我など状況）されました。救急車は　　　　　病院に向かいますが、状態は　　　　　です。」

